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自分らしく、最善を尽くしながら 

 

所長 丹 清 

 

この春に３名の高３生が当施設を退所し、新たな生活や仕事を始めます。退所に至るまで、学

校の教職員の皆様や児童相談所の職員の皆様、ボランティアの皆様や寄附者の皆様など、多くの

方々にご指導・ご支援をいただきましたことを、この場をお借りして御礼申し上げます。本当に

ありがとうございました。 

 

３名の高３生には、新たな場所でも「あいさつ」を大切にしてほしいと思います。私が尊敬す

るある人は「あいさつがきちんとできる社員に育てることができたら、社員教育の８割はできた

ようなものだ。」とおっしゃっていました。簡単なようで難しいあいさつですが、心掛けてきちん

としたあいさつをしましょう。 

 

３名の高３生の成長を祝うかのように、ボランティ 

アさんに昨年頂いたチューリップの球根が、寒い時期 

を経て咲き始めてきました。改めてよく見ると同じよ 

うで皆違います。皆さん一人ひとりも歩む道が違うよ 

うに、自分らしさというものも違うはずです。自分ら 

しく伸び伸びと、最善を尽くしながら歩んで行ってほ 

しいと思います。元気ではない時も、気が向いたらい 

つでも顔を見せに来てくださいね。お待ちしています。 
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 中心子どもの家では１１月末より新型コロナ感染症の陽性者が続き、時にインフルエンザも発生し、慌

ただしい年末年始を迎えました。１１月末には施設内イベントを予定していましたが、感染症を受けて延

期となり、話し合いを重ねる中、１２月末にミニイベントを挟み、１月末にようやくメインイベントを実施

することができました。 

 

行事名は  

「ハピネスフェスティバ

ル」 

みんなでハッピーな時間、 

ハッピーな気持ちを共有 

しよう！ 

そんな思いが込められて 

います。 

今回の施設内イベントです

が、本来は地域交流イベント

の予定でした。しかしながら

今年度も外部の方の来場は難

しくなり、それなら地域交流

イベントって呼ぶのはちょっ

と違うね、ということで、子

どもたちに行事名を募集しま

した。 

 

 １１月の予定を１２月に延期しましたが、施設内の感

染症状況がなかなか収まらずに早くも中旬。病児隔離の

終わりが見えない中、実施をすべきか否かを話し合いま

した。今年度はコロナ禍以前のような模擬店を行い、飲食

することを企画していたこともあり、再度見送りという

意見も出ましたが、冬休みのイベントとしてできること

はやろうという結論になり、１２月２８日にハピネスフ

ェスティバル前のお楽しみ会として、ミニ祭りを行いま

した。 

 

こちらは 

年賀状作りコーナー 

 

手作りはんこで 

    ペタペタペタ！ 

スタンプラリーは、職員さんのところに回ってクイズ

に答えてスタンプを集め、景品と交換を行いました。 

３月は卒園・卒業の季節です。より一層児童の心に残る献立を作成し、食事提供をした

いと思い、お楽しみ献立を導入しました。いつもは事前に周知している献立内容を今回

は「お楽しみ献立」と書き、献立を児童に知らせないことで「今日のご飯はなんだろう？」

と期待感が高まり、わくわくしてくれると良いなと思いました。実際に「ちょこっと（献

立内容を）教えてよ」「デザートはある？」「豪華？？」と反応を示す児童もいました。 

当日は卒業式の日。お祝いの意味も込めてお寿司やピザ、デザート等、児童が

大好きなメニューを提供しました。食事の様子を見に行くと職員と楽しく会話を交

えながら食事をしていました。 

これからも日々児童の為に何が出来るのかを考えながら給食業務を行っていきた

いと思います。（給食課 猪爪） 
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心の家はフランクフルト 

看板の装飾をこだわりました。 

花の家はクッキーとジュース 

クッキーはみんなで型抜きしました。 

光の家はカップケーキのお店。 

２種類の味を作りました。 

大地の家は唐揚げ&ポテト。 

朝から一生懸命揚げました。 

給食課さんから

は新メニュー

「カツ弁」が提

供されました。 

 １月２９日、待ちに待ったハピネスフェスティバル当日。第一部では、各家と給食課さんの模擬店、

チェキ撮影スペース、中学生主催のゲームコーナー、スタンプラリーが行われました。途中、ステージ

スペースでは、花の家の有志の子どもたちによるダンス発表もありました。 

 

 

中学生主催のゲームコー 

ナーは、射的と“箱の中身はな 

んだろな”ゲームでした。 

射的では、様々な年齢の児童が

楽しめるように距離を考えて立ち

位置を調整していました。“箱の中

身はなんだろな”ゲームでは、手書

きのイラストを多用した凝った装   

飾がされていました。店番も 

中学生が分担して取り組んで 

  いました。 

 一通りゲームや食事が終わったら、第二部がスター

ト！家対抗のゲーム大会が行われました。職員が企画

したゲームの最後には、高校生が企画したカップラー

メン積みゲームが締めとして行われ、大いに盛り上が

った家対抗ゲーム大会でした。最後には中学生が終わ

りのあいさつをし、楽しい一日を過ごしました。 

 

マシュマロすくいお玉リレー 

新聞どれだけ長く

切れるかな選手権 

 
長さはうまい棒で測定！ 

このうまい棒がゲームの景

品です。長いほど沢山獲得！ 

Mission：家職員さ

んの手を当てろ！ 

 
職員側は体勢がき

つかった～！ 

【高校生企画】 

カップラーメン積みレース 

 

司会進行だけでなく、 

小さい子も楽しめるように

と、このような補助の役割も

担ってくれました。 
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ご寄附お礼 

【２０２２年１０月～１２月】  

株式会社 ｲﾝﾀｰｼﾞｬﾝｸ 代表取締役 佐藤 善彦 様、松尾 栄子 様・伊藤 秀子 様・米山 武志 様、立正佼

成会相模原教会 様、小原 成人 様、土屋 博文 様、田所 修 様、岩本 紀彦 様、山本 昭彦 様、岩水 

祐一 様、西本 英明 様、玉川学園 学長 小原芳明 様、田中 大介 様、KYB労働組合 様、岡崎 伸一 

様、伊達 直子 様、川並 淳子 様、ニラク海老名本郷店 様、㈱ｻﾞ･ｼﾃｨ相模大野店 様、会田 吉美 様、

佐伯 元光 様、山口すず夏 様、公益財団法人 日本教育公務員弘済会神奈川支部  井藤 様、小平 敦子 

様、松澤 義明 様、さがみの里親会 様、安斉 温子 様、坂本 龍馬 様、三ケ木 郁 様、大河原 京子 

様、マルハン 相模原店 様、全国シャンメリー協同組合 様、ＮＰＯ法人ふれあい自然塾 様、株式会社 

サンワールド（神奈川支店） 様、山岸 敏子 様、島田 昌子 様、原 貞子 様、たいまつ食品 株式会社 

様、株式会社 アステップ 様、ほっともっと 様、宮尾 典子 様、ﾄﾞﾐﾉﾋﾟｻﾞ 相模原中央店 様、石澤 誠

一 様、㈱NEXT IMPACT 様、株式会社三光工芸社 代表取締役 貝塚 豊 様、田中 慎一郎 様、公益財団法

人  毎日新聞東京社会事業団 様、株式会社 ｽﾏｲﾙ 代表取締役 井上 廣一 様、神奈川ﾄﾖﾀ自動車株式会社 

様、有限会社 ﾃｨｴｽﾗｲﾝ  菊池 孝 様、有限会社 広和 様、相模原ﾛｰﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ 様、石井 博 様、りつの

本医院 院長 立之 英世 様、株式会社 ｶﾚﾝｽﾞ 代表取締役 木村 仁 様、株式会社 三景 代表取締役 角谷 

豊人 様、㈱丸福工業 坂本 孔基 様、日本郵便株式会社 田名郵便局  木下 雅之 様、ｶﾞﾝﾊﾞﾜｰｸ  ｶﾝﾀﾗｸｻ 

ﾋﾛｼ 様、神奈川県西北地区郵便局長会 会長 細谷 勝利 様、㈱ SL Creacions 様、和田 庄太郎 様、川

本 尚人 様、匿名１名 様 

 

熱いご支援ありがとうございました。 

 

里親制度について ～施設実習のようす～ 

相模原市は、年間 2 回里親活動希望者が里親にな 

るための実習を実施しています。 

資料のように施設では 3 日間（１回目見学、２回 

目座学、３回目子どもの生活するユニットで過ごす） 

の実習があり、夫婦揃って参加していただきます。 

施設では、日々の生活の中に里親実習生やボラン 

ティア、保育士資格取得のための学生実習等々、様 

々な方の存在があります。そのような生活の中で、 

子どもは緊張したり、驚いたり、時々不機嫌になる 

こともありますが、でも基本的には楽しく関わって 

もらう大人を求めている子ども達です。一緒に、鬼 

ごっこしたり鉄棒を「見て見て～。」と言ったり、 

雨の日はホールで『だるまさんがころんだ』をした 

り、ユニットで折り紙をすれば、子どもの方が上手 

だったり、紙飛行機の新たな折り方を里親さんから 

教えてもらったり、互いに良い刺激になることもあ 

ります。 

施設で行われる冬のイベントに来訪された里親さ 

んが、実習した時にいた子どもを見つけて「大きく 

なったねー。元気にしてた？」と話しかけてくれるのを照れくさそうにしながらも頷く子どもの姿を見ることが

ありました。 

子どもと関わる時間は数時間。蜘蛛の糸のように細い縁でも、どこかで自分の成長を気にしてくれる存在がい

る。そんなことを感じてもらえるといいなと思っています。 

今後も里親の養育実習として施設の利用が続きます。先ほど書いたような里親さんと子どものワンシーンを見

せてもらえることが実習担当者としての喜びであり、やりがいです。（内山） 


